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育
児
休
業
に
よ
り
、

通
園
す
る
上
の
子
が

利
用
調
整
さ
れ
る
こ

と
な
く
一
律
に
退
園

を
迫
ら
れ
る
「
育
休
退
園
」
に
つ
い
て
、

県
内
市
町
村
の
現
状
と
認
識
を
問
う
。

Ａ　

国
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
お
い
て
、
保
護
者
が
育
児
休
業
を

取
得
す
る
際
、
既
に
保
育
所
を
利
用
し

て
い
る
上
の
子
に
つ
い
て
継
続
利
用
の

必
要
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
町
村
が

保
育
の
必
要
性
を
認
定
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。

　

本
県
で
は
11
月
末
現
在
、
９
市
町
で

一
律
に
退
所
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
育
休

退
園
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
お
り
、
児

童
福
祉
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
も

の
と
考
え
る
。

「
教
育
機
会
確
保
法
」

の
趣
旨
、
法
制
定
と

令
和
元
年
10
月
の
文

科
省
通
知
に
よ
る
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
学
校
と
の
連
携
の
変

化
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

本
県
調
査
で
、
指
導
要
録
上
「
出

席
扱
い
」
と
な
っ
た
児
童
生
徒
が
通
所

す
る
県
内
の
学
校
外
施
設
は
、
平
成
28

年
度
の
17
施
設
か
ら
令
和
元
年
度
は
47

施
設
に
増
加
。「
教
育
機
会
確
保
法
」

で
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
以

外
の
場
に
お
け
る
努
力
を
適
切
に
評
価

し
よ
う
と
い
う
学
校
の
理
解
と
施
設
と

の
連
携
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。
10
月
の
通
知
で
指
導
要
録
上
の

出
席
扱
い
と
す
る
要
件
が
緩
和
さ
れ
、

今
後
一
層
連
携
が
進
む
と
考
え
る
。

県
教
育
委
員
会
の

「
性
に
関
す
る
指
導

資
料
」
の
改
訂
は
、

福
岡
県
性
暴
力
根
絶

条
例
お
よ
び
、「
国
際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
踏
ま
え
る

べ
き
と
考
え
る
。

Ａ　

現
在
の
指
導
資
料
で
も
性
の
被

害
・
加
害
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、

今
後
、県
性
暴
力
根
絶
条
例
を
踏
ま
え
、

現
代
的
な
課
題
に
対
応
し
た
内
容
に
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

改
訂
に
際
し
て
は
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

献
を
参
考
と
し
、
大
学
教
授
や
医
師
等

で
構
成
す
る
「
性
に
関
す
る
指
導
推
進

委
員
会
」
で
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

留
学
生
を
受
け
入
れ

る
専
修
学
校
や
そ
の

教
職
員
へ
の
支
援
と

し
て
、
受
け
入
れ
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た
上

で
、
県
独
自
の
実
態
調
査
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

県
は
、
国
か
ら
の
受
け
入
れ
に
関

す
る
留
意
事
項
を
専
修
学
校
に
周
知

し
、学
校
が
留
学
生
の
状
況
を
把
握
し
、

在
籍
管
理
や
生
活
指
導
等
を
適
切
に
行

う
よ
う
、
指
導
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
指
導
に
沿
っ
た
管
理

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
全
て
の
専
修
学
校

を
対
象
と
し
た
基
本
情
報
調
査
に
お
い

て
把
握
し
て
い
く
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る

県
の
Ｄ
Ｖ
対
策
に
つ

い
て
。

Ａ　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
手
段

を
活
用
し
、
福
岡
県
内
の
電
話
・
メ
ー

ル
の
相
談
窓
口
お
よ
び
国
が
令
和
２
年

に
新
設
し
た
24
時
間
体
制
の
電
話
・
メ

ー
ル
相
談
窓
口
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
の

周
知
を
し
て
き
た
。
県
警
で
は
、
Ｄ
Ｖ

を
見
過
ご
さ
な
い
よ
う
常
に
努
め
て
い

る
。24
時
間
体
制
の「
初
動
支
援
係
」で

は
警
察
署
か
ら
の
事
案
速
報
の
受
理
・

支
援
を
行
い
、
加
害
者
へ
の
早
期
警
告

や
検
挙
措
置
、
被
害
者
等
に
対
す
る
保

護
警
戒
、
避
難
措
置
等
の
援
助
な
ど
、

被
害
拡
大
・
再
被
害
の
防
止
に
向
け
た

総
合
的
な
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

本
県
の
移
住
相
談
窓

口
「
ふ
く
お
か
よ
か

と
こ
移
住
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
の
「
就
職

氷
河
期
」
世
代
の
対
応
を
問
う
。

Ａ　

今
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
「
就

職
氷
河
期
」
世
代
の
中
心
で
あ
る
40
代

の
相
談
件
数
は
６
１
４
件
で
、
昨
年
度

の
１
・
９
倍
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
対

面
、
電
話
、
メ
ー
ル
で
の
相
談
に
加
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
に
対
応
し
、
移

住
希
望
先
の
市
町
村
も
交
え
た
相
談

を
実
施
す
る
な
ど
、
相
談
機
能
を
強
化

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
、
働
き
盛
り
世
代
を
中
心
に
移
住

定
住
が
進
む
よ
う
、
よ
り
一
層
努
め
て

い
く
。

国
が
制
度
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
「
チ
ャ
イ
ル

ド
・
デ
ス
・
レ
ビ
ュ

ー
」
へ
の
認
識
は
。

Ａ　

チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー

は
、
子
ど
も
が
死
亡
し
た
時
に
、
小
児

科
医
や
法
医
学
医
、
行
政
機
関
、
学
校

と
い
っ
た
複
数
の
機
関
や
専
門
家
が
、

子
ど
も
の
既
往
歴
や
家
族
背
景
、
死
に

至
る
直
接
の
経
緯
な
ど
の
情
報
を
基

に
検
証
を
行
い
、
効
果
的
な
予
防
策
を

導
き
出
し
、
予
防
可
能
な
子
ど
も
の
死

亡
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
国
も
制
度
化
に
向
け
検
討
し
て
い

る
。

　

諸
外
国
で
は
子
ど
も
の
車
内
へ
の
置

き
去
り
に
対
す
る
厳
罰
化
な
ど
の
政
策

に
つ
な
が
っ
て
お
り
大
変
重
要
と
考
え

る
。

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ

ス
１
缶
運
動
」に
対
す

る
考
え
と
県
民
へ
の

周
知
に
つ
い
て
。

Ａ　

こ
の
運
動
は
、
大
規
模
災
害
の
発

生
に
備
え
「
車
は
常
に
満
タ
ン
を
心
が

け
る
」「
暖
房
用
の
灯
油
は
１
缶
余
分

に
買
い
置
く
こ
と
を
心
が
け
る
」
こ
と

を
石
油
関
連
の
業
界
団
体
が
推
進
し
、

国
も
推
奨
。

　

自
家
用
車
で
の
携
帯
電
話
の
充
電
等

が
可
能
に
な
り
、
冬
場
に
在
宅
避
難
す

る
際
に
長
時
間
の
暖
房
を
行
え
る
こ
と

か
ら
有
効
な
備
え
と
な
る
。県
も
今
後
、

防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
防
災
担
当
課
長
会
議
な

ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

結
婚
式
、
結
婚
披
露

宴
を
支
援
す
る
取
り

組
み
は
。

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
た
式
場
で
の
開
催
、

オ
ン
ラ
イ
ン
結
婚
式
や
屋
外
で
の
開
催

な
ど
と
い
っ
た
新
し
い
形
の
結
婚
式
、

結
婚
披
露
宴
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
情
報
を
県
の
結
婚
応
援
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
情

報
発
信
し
て
い
く
。
今
後
、
出
会
い
・

結
婚
応
援
事
業
で
出
会
い
、
結
婚
す
る

方
へ
の
結
婚
式
場
の
割
引
な
ど
の
成
婚

特
典
の
提
供
を
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
等
に

働
き
か
け
、
結
婚
式
や
披
露
宴
の
開
催

の
後
押
し
を
図
っ
て
い
く
。

「
ｅ
ｎ
Ｐ
ｉ
Ｔ
―
ｅ

ｖ
ｅ
ｒ
ｉ
社
会
人
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
事
業
は
中

小
企
業
の
受
講
者
が
少
な
い
。
県
は
周

知
な
ど
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
だ
。

Ａ　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
幅
広
い
産
業

分
野
を
対
象
に
先
端
技
術
を
学
ん
で
も

ら
う
も
の
で
、
企
業
の
人
材
育
成
に
有

用
と
考
え
る
。
一
方
で
個
々
の
中
小
企

業
に
と
っ
て
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ニ
ー

ズ
に
合
わ
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　

県
で
は
中
小
企
業
支
援
機
関
等
の
会

員
企
業
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
提
供
を

行
う
と
同
時
に
、
企
業
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
使
い
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
実
施
大
学
に
伝
え
て
い

く
。

※
ｅ
ｎ
Ｐ
ｉ
Ｔ
―
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｉ
（
エ
ン
ピ
ッ
ト

エ
ブ
リ
）：
社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
地
域
の
多
様
な
産
業
構
造
や
人
材

を
想
定
し
、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
等

の
新
し
い
情
報
技
術
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
う
応
用

体
系
の
中
で
社
会
実
装
す
る
こ
と
の
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
も
の
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨

を
踏
ま
え
た
今
後
の

大
牟
田
市
内
の
県
管

理
河
川
の
整
備
に
つ

い
て
。

Ａ　

次
期
出
水
期
ま
で
に
河
道
掘
削
や

堤
防
嵩
上
げ
な
ど
、
早
急
に
実
施
可
能

な
対
策
を
行
う
。ま
た
大
牟
田
市
で
は
、

学
識
経
験
者
な
ど
の
第
三
者
で
構
成
す

る
「
大
牟
田
市
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
検
証
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
県
は

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。

　

今
後
、
同
会
で
は
今
回
溢
水
・
越
水

し
た
箇
所
な
ど
の
対
策
の
方
向
性
に
つ

い
て
提
言
が
な
さ
れ
る
予
定
。
県
は
そ

の
提
言
を
踏
ま
え
、
大
牟
田
市
と
連
携

し
な
が
ら
浸
水
被
害
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
促
進
と
県
の

役
割
は
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
預
貯
金

口
座
を
紐
付
け
て
い
れ
ば
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
大
規
模
災
害
時
の

被
災
者
支
援
な
ど
で
、
住
民
に
対
し
て

迅
速
な
給
付
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

利
便
性
が
実
感
さ
れ
れ
ば
普
及
に
つ
な

が
る
。

　

市
町
村
に
お
い
て
は
、
全
住
民
に
カ

ー
ド
を
普
及
す
る
た
め
の｢

交
付
円
滑

化
計
画｣

を
定
め
、実
施
状
況
を
毎
月
、

県
を
通
じ
て
国
に
報
告
し
て
い
る
。
県

は
市
町
村
担
当
者
と
毎
年
意
見
交
換
会

を
実
施
、
昨
年
度
か
ら
個
別
訪
問
も
行

う
な
ど
、
取
り
組
み
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

事
業
者
、
消
費
者
と

連
携
し
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
資
源
循
環
促
進

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ　

県
は
７
月
に
業
界
団
体
、
消
費
者

団
体
、
行
政
な
ど
で
構
成
す
る
「
ふ
く

お
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
設
置
し
、「
ふ
く
お
か
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
憲
章
」
を
策
定

し
た
。

　

こ
の
憲
章
に
基
づ
き
事
業
者
、県
民
、

行
政
な
ど
の
各
主
体
が
、
問
題
の
解
決

に
向
け
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
品
の
利

用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る

こ
と
と
し
た
。
加
え
て
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替

品
の
利
用
を
促
進
す
る
方
策
を
検
討

し
、
資
源
循
環
を
一
層
進
め
て
い
く
。

公
明
党

緑
友
会

冨永 芳行
（糟屋郡）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

堤 かなめ
（福岡市博多区）

後藤 香織
（福岡市早良区）

新井 富美子
（久留米市）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

吉田 宣弘
（久留米市）

西尾 耕治
（糟屋郡）

二宮 盛
（北九州市小倉南区）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

永川 俊彦
（大牟田市）

吉武 邦彦
（宗像市）

堀　 大助
（行橋市）


